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はじめに
　新学習指導要領において，様々な形で学校教育における道徳教育の重要性がより強調さ
れている。教育活動全体を通じて行うべきとされる道徳教育との関連において，生徒指導
の意味も検討されつつある *1。生徒指導の新たなバイブルともいうべき『生徒指導提要』
においては，道徳の授業と生徒指導の関連について「道徳教育で培われた道徳性や道徳的
実践力を，生きる力として日常の場面に具現できるように援助することが生徒指導の働
き」であり，「生徒指導は，道徳の授業の効果を高めるのに役立ち，逆に，道徳の授業の
指導は，生徒指導に貢献する」と言う相互補完関係にあるとされる *2。
　道徳教育における生徒指導，（かつては生活指導と称されていた）*3 の意義については，
かつて大きく 2 つの時期において主張されてきたように思われる。第 1 に，戦前期，いわ
ゆる大正新教育運動の担い手達により，私立学校や師範学校附属学校等での「生活修身教
育」論が展開され，実践されていた時期である。第 2 に，戦後昭和 30 年代，特設道徳を
めぐる議論の中での主張である *4。
　特に第 1 の時期に於ける生活修身教育の理念と実践について，先行研究では，岩瀬六郎
の著作や実践に着目した研究をはじめ，各種実践に焦点を当てた研究の蓄積がなされてい

昭和初期における地域型生活修身教育の理念
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抄　　録
　論文は 1931（昭和 6）年 3 月に刊行された神戸市教育課編刊『生活指導の修身教育』お
よび，同月に刊行された『生活指導の修身教育　教授細目篇　尋常科之篇』を主要史料と
して用い，戦前期神戸という地域で目指された「生活指導の修身教育」の理念の特徴を明
らかにすることを目的とする。国定修身教科書の趣旨の徹底という前提のもと，神戸市と
いう地域の特性にあわせた指導，学校生活・家庭生活実践を通しての徳目理解という授業
方法が論じられていることがわかった。
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